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はじめに

　無耕起，無肥料，無農薬のもとで作物が栽培される焼畑では，単位面積当たりの収量が毎年ほ

ぼ一定であるという。収量がほぽ一定であるという理由のーつとして害虫が少ないからだといわ

れているが果してそうであろうか。若し，害虫が少ないとするならばその原因は何であろうか。

このような疑問を解決しようと石川郡白峰村の苛原地区と小松市の小原地区の二箇所の焼畑で調

査を行い，その一部はすでに報告した(富樫・高，1992a及び1992b)が，本文ではこれまでの調査

結果に加え1992年に調査した分も含めて報告する。

調査地の概要と調査方法

　苛原地区海抜約800ｍ)の焼畑は白峰本村から約10km離れたナナコバ谷の左岸に位置し,周辺は

スギ林とミズナラを主体とした森林で囲まれている。小松市小原地区(海抜約300ｍ)の焼畑は通称

高ん下(1991年と1992年に作付け)と通称シロベエ(1992年に作付け)の二地点にあり，周辺はミヤ

マカワラハンノキを主体にした林で囲まれており，下草としてヨモギ，オカトラノオ，イタドリ，

ススキなどが生育している。また，この焼畑周辺の草地ではカンタン，ヒロバネヒナバッタ，ミ

カドフキバッタ，イナゴモドキ，エゾツユムシ，ヒメクサキリ，オオカマキリ，トゲカメムシ，

ブチヒゲクロメクラカメ，ベッコウハゴロモ，ツマグロオオヨコバイ，アカサシガメ，ナミテン

トウムシ，ナナホシテントウムシ，ヒメカメノコテントウムシ，ホソヒラタアブなどの昆虫類が

目撃された。

　焼畑に作付けされた作物はモチアワやゴコクビエで，一部にコウボウビエの作付けもあった。

　調査は主として作物の草冠部をスイーピングする事により行ったが，随時葉の裏や穂について

も観察調査を行った。また，作物を食害するガ類の幼虫は採集の上研究室に持ちかえり,成虫が

羽化するまで飼育を継統した。なお，焼畑内で作物の加害昆虫類や天敵昆虫類がどの程度生息し

ているかを知る目的で直径36cm(柄の長さ270cm)の捕虫網を用い,作物の草冠部を10回スイーピン

グして調査を行った。

調査結果と考察

白峰村苛原地区の場合(調査期間:1991年8月より9月まで)

　苛原地区の焼畑で採集された昆虫類は表1に示したような8日に属する68属78種であった。こ

の中には作物を加害することの確認されたものが12種含まれていた。これは全採集種数の13.4%

に過ぎなかった。この結果に基づけば，作物を加害する昆虫類は少ないといってよいであろう。

　これら12種の加害昆虫のうち，3種は種子害虫(トゲカメムシ，トゲシラホシカメムシ，及びコ

バネヒョウタンナガカメムシ).葉や茎を加害する昆虫類は8種(トウモロコシアブラムシ，ヒエ

ノアブラムシ，ウスイロアワフキ，アワヨトウ，コブノメイガ，ヒメドウガネトビハムシ,

Chaetoc-

nema

sp.,

及びクロルリトゲハムシ).そして桿穿孔害虫は1種(アワノメイガ)であった。
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アキアカネ

ツユムシ

アシグロツユムシ

エンマコオロギ

マダラスズ

カンタン

ハネナガヒシバッタ

ヒシバッタ

トノサマバッタ

ヒラバネヒナバッタ

ミカドフキバッタ

ハネナガフキバッタ

イナゴモドキ

トゲシラホシカメムシ

トゲカメムシ

アオツノカメムシ

コバネヒョウタンナガカメムシ

チャイロホソナガカメムシ

ハネナガマキバサシカメ

アカミャクメクラガメ

ブチヒゲクロメグラガメ

フタモンメクラガメ

オオチャイロメクラガメ

ヒメシロオビアワフキ

コガタアワフキ

ウスイロアワフキ

ミヤマアワフキ

ツマグロオオヨコバイ

オオヨコバイ

クロフハネナガウンカ

トウモロコシアブラムシ

ヒエノアブラムシ

ヤマトシリアゲ

コブノメイガ

アワノメイガ

アワヨトウ

マルガタゴミムシ

マメコガネ
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1

小松市小原地区の場合(調査期間:1991年5月より10月まで)

　通称高ん下に拓かれた焼畑で採集された昆虫類は表2に示したような8日に属する135属162種

であった。このうち作物を加害することの確認できたものは15種で，これは全採集種数の9.3％に

過ぎず，この場合も作物加害昆虫類は少ないといってよいであろう。

　これら15種の加害昆虫のうち，トゲシラホシカメムシ，トウモロコシアブラムシ，及びシバミ

ノガ3種は種子，または穂を加害しており,葉や茎を加害する害虫は11種(イナゴモドキ，ヒメク

サキリ，オオヨコバイ，セジロウンカ，モンアワフキ，アカハネナガウンカ，タイワンススキア

ブラムシ，コブノメイガ，アワヨトウ,

Chaetocnema

sp.,及びクロルリトゲハムシ)，桿穿孔害

クビボソジョウカイ

ジョウカイボン

ツマグロヒメコメツキモドキ

ヤマトアザミテントウ

カワムラヒメテントウ

コクロヒメテントウ

コカメノコテントウ

シラホシハナノミ

スジカミキリモドキ

ウリハムシ

ウリハムシモドキ

ウスイロウリハムシ

ツマキタマノミハムシ

ヒメドウガネトビハムシ

ルリマルノミハムシ

コマルノミハムシ

グロルリトゲハムシ

マガリケムシヒキ

ホソヒメヒラタアブ

ノコギリハリバエ

セスジハリバエ

シナヒラタハナバエ

カブラハバチ

ニホンカプラハバチ

アイノホソヒメバチ

アリバチモドキ

ヒトホシアリバチ

キオビツチバチ

キオビホオナガスズメバチ

ツチスガリ

ヤマノチビムカシハナバチモドキ

クロマルハナバチ
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虫は1種(アワノメイガ)であった。この中でヒメクサキリはヒエの穂首節上部を噛みくだき白穂

を生じさせていた。

アキアカネ

オオカマキリ

エゾツユムシ

セスジツユムシ

アシグロツユムシ

イブキヒメギス

ヤブキリ

ヒメクサキリ

カンタン

ノミバッタ

ハネナガヒシバッタ

ヒシバッタ

トノサマバッタ

ミカドフキバッタ

ヒロバネヒナバッタ

イナゴモドキ

クロマルカメムシ

トゲシラホシカメムシ

ツマジロカメムシ

コバネヒョウタンナガカメムシ

セスジナガカメムシ

ハネナガマキバサシガメ

アカマキバサシガメ

アカサシガメ

ブチヒゲクロメクラガメ

ナカグロメクラガメ

オオチャイロメクラガメ

アカホシメクラガメ

メクラカメムシの1種

ハナカメムシ属の1種

コガシラアワフキ

ヒメシロオビアワフキ

ウスイロアワフキ

ツマグロオオヨコバイ

オオヨコバイ

ミドリヒメヨコバイ



アカハネナガウンカ

セジロウンカ

タイワンススキアブラムシ

トウモロコシアブラムシ

ヤマトシリアゲ

シバミノガ

コブノメイガ

アワノメイガ

アワヨトウ

ヨツボシミズギワゴミムシ

オオイクビツヤゴモクムシ

ナガツヤゴモクムシ

オオアトボシアオゴミムシ

アトボシアオゴミムシ

フタホシスジバネゴミムシ

アカケシガムシ

シロオビナカボソタマムシ

アカアシオオクシコメツキ

アカハネフトヒラタコメツキ

シモフリコメツキ

ドウガネヒラタコメツキ

ヒメクロコメツキ

オバボタル

クロアオケシジョウカイモドキ

クロキオビジョウカイモドキ

クロハナケシキスイ

カクアシヒラタケシキスイ

ムネアカチビケシキスイ

キスイモドキ

キムネヒメコメツキモドキ

ツマグロヒメコメツキモドキ

オオオビハナノミ

クロヒメハナノミ

モモブトカミキリモドキ

カワムラヒメテントウ

コクロヒメテントウ

ヒメアカホシテントウ

カメノコテントウ

ヒメカメノコテントウ

トホシテントウ

ヤマトアザミテントウ

ヒナルリハナカミキリ

カラカネハナカミキリ

アトモンサビカミキリ
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マヤサンコブヤハズカミキリ

シナノクロフカミキリ

ワモンナガハムシ

ルイスクビナガハムシ

アカクビナガハムシ

ルリクビホソハムシ

アカタビホソハムシ

ヤマイモハムシ

アワクビホソハムシ

ヤマイモハムシ

バラルリツツハムシ

クロボシツツハムシ

ウリハムシ

クロウリハムシ

クワハムシ

ウリハムシモドキ

ホタルハムシ

アトボシハムシ

チャイロサルハムシ

クロサワカミナリハムシ

ドウガネツヤハムシ

クワノミハムシ

ムネアカオオホソトビハムシ

コマルノミハムシ

ハネナシトビハムシ

ヒメドウガネトビハムシ

オオヒサゴトビハムシ

カタクリハムシ

クロルリトゲハムシ

ヒメカメノコハムシ

アオカメノコハムシ

セモンジンガサハムシ

ハギルリオトシブミ

カシルリオトシブミ

チビイクビチョツキリ

ギシギシホソクチソウムシ

フキヒョウタンゾウムシ

マルヒョウタンゾウムシ

カキゾウムシ

コフキゾウムシ

オオゴボウゾウムシ

ハスジカツオゾウムシ

アイノカツオゾウムシ

マダラノミゾウムシ

アカアシノミゾウムシ

イチゴハナゾウムシ
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小松市小原地区の場合(調査期間:1992年5月より9月まで)

　通称シロベエ地区で拓かれた焼畑と通称高ん下地区の焼畑の二箇所で調査し，10日に属する92

属98種を得た(表3)が，そのうちの16種が作物の加害昆虫で，これは全採集種数の16.3％に過ぎ

ず，この場合も前2例の場合と同様加害昆虫類は少ないといってよいであろう。

　16種のうち，ヒメクサキリ，サトウキビチビアザミウマ，トゲカメムシ，及びトゲシラホシカ

メムシの4種は種子や穂を加害しており，ヒメクサキリ，ヒロバネヒナバッタ，イナゴモドキ，

トウモロコシアブラムシ，オカボノアカアブラムシ，オオヨコバイ，アカハネナガウンカ，セジ

オオシロモンサルゾウムシ

クロツヤサルゾウムシ

ビロウドツリアブ

シバカワコガシラアブ

マガリケムシヒキ

ホソヒラタアブ

ヤマトヒゲナガハナアブ

ホシツヤヒラタアブ

ルリイロナガハナアブ

キンアリスアブ

ミサキオナガミバエ

ヒラヤマアミメケブカミバエ

オオズクロスジハリバエ

セスジチピヒゲハリバエ
シナヒラタハナバエ

ツマジロクロハバチ

カブラハバチ

ニホンカブラハバチ

ニホンチュウレンジ

ズイムシクロバラコマユバチ

モリオカコウラコマユバチ

ヤマトスジドロバチ

キイロスズメバチ

クロスズメバチ
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アキアカネ

オオカマキリ

エソツユムシ

イブキヒメギス

ヤブキリ

ヒメクサキリ

カンタン

ヒシバッタ

モリヒシバッタ

ミカドフキバッタ

ヒロバネヒナバッタ

イナゴモドキサトウキビチビアザミウマ

トゲシラホシカメムシ

トゲカメムシ

セスジナガカメムシ

アカスジカメムシ

ヒゲナガカメムシ

ノコギリヒラタカメムシ

ハネナガマキバサシガメ

クロモンサシガメ

アカサシガメ

オオカメムシ

ハラビロヘリカメムシ

ホソヘリカメムシ

ブチヒゲメクラカメ

ナカグロメクラカメ

アカミャクメクラカメ

アカヒゲホソミドリメクラカメ

コガシラアワフキ

セジロウンカ

ツマグロオオヨコバイ

オオヨコバイ

フタテンオオヨコバイ

7カハネナガウンカ

スケバハゴロモ

ベッコウハゴロモ

ベニキジラミ

トウモロコシアブラムシ

オカボノアカアブラムシ

アワノメイガ
アワヨトウ
イネヨトウ



67

イネキンウワバ

ドウガネエンマムシ

アオバアリガタハネカクシ

スジクワガタ

クロナガタマ

オバボタル

キムネヒメコメツキモドキ

コクロヒメテントウ

ナナホシテントウ

ナミテントウ

ヒメカメノコテントウ

カメノコテントウ

キンオビハナノミ

キイロカミキリモドキ

ニジゴミムシダマシ

キジトラカミキリ

ヨシキボシカミキリ

ヤマイモハムシ

バラルリツツハムシ

ウリハムシ

クロウリハムシ

ウリハムシモドキ

ムナグロツヤハムシ

ホタルハムシ

カキゾウムシ

カツオゾウムシ

ミスジガガンボ

アシナガムシヒキ

マガリケムシヒキ

サキグロムシヒキ

ホソヒラタアブ

ヒメヒラタアブ

ノコギリハリバエ

ヤドリバエ科の1種

オオクロハバチ

セグロカブラハバチ

タデハバチ

スジムシクロバラコマユバチ

クロヒゲアカコマユバチ

カリヤサムライコマユバチ

ヒメバチ科の1種　1

ヒメバチ科の1種　2

ハラアカマルセイボウ

ミカドアリバチ

オオスズメバチ

キイロスズメバチ

トックリバチ
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オオカマキリ

ヒメクサキリ

カンタン

ヒロバネヒナバッタ

イナゴモドキ

アカハネナガウンカ

セジロウンカ

コブノメイガ

ムネアカオオアリ
ヒメコオロギパチ

ロウンカ，アワヨコトウ，イネキンウンカ,及びChaetocnema

sp.は葉や茎を，アワノメイガオヨ

ビイネヨトウの2種は桿穿孔害虫であった。

　以上述べたように,焼畑における作物加害昆虫類の全採集昆虫種数に占める割合は9.3～16.3％

を占めているに過ぎず，全体としてみた場合作物加害昆虫類は少ないといってよいであろう。こ

の点は農家のいう害虫が少ないという点と一致しているといってよいであろう。また，これらの

害虫類の個体数もむしろ少ないように推察された(表4,

5参照)。すなわち，焼畑では作物を加

害する害虫類は種数，個体数ともに少ないといってよいであろう。
焼畑内における作物害虫の生息状況

　1991年及び1992年に小松市小原地区で調査した結果を示したものが表4及び5である。これに

基づけば,採集された害虫類の個体数はむしろ少ないといってよいであろう。しかし，このスイー

ピングによる調査は焼畑の周縁部と中央部で実施しているが，中央部で得られた昆虫類はカンタ

ンやオオカマキリといった作物加害昆虫でないものであり，作物加害昆虫類は全く採集されな

かった。このことから，作物の加害昆虫類は主に焼畑の周緑部に生息しているといってよいであ

ろう。また，このことはこれら害虫類は焼畑の周辺部より侵入したものと推察されよう。

　図1～4は各調査地点におけるアワノメイガ，アワヨトウ，トゲカメムシ，ヒメクサキリなど

の作物に対する加害範囲を示したものである。アワノメイガやアワヨトウ，イネヨトウはいずれ

も生育の悪いアワやヒエを加害しており，ヒメクサキリによる被害株は周縁部でのみ観察され，

イナゴモドキやヒロバネヒナバッタによる加害も周縁部で観察された。これらの害虫類(アワヨト

ウを除く)の多くは先にも述べたように焼畑の周辺部でも見出されるところより，これらの害虫類

は焼畑の周辺部から周縁部に侵入し加害していたものといってよいであろう。また，セジロウン

カ，コブノメイガ.及びアワヨトウのように風により巡ばれてきた害虫類も焼畑の周縁部でのみ

見出されたが，この3種のうちセジロウンカは通称高ん下の焼畑でのみ見出されており，アワヨ

トウ幼虫は苛原地区の焼畑と通称高ん下の焼畑(1個体のみ)で見出されていた。これは焼畑が害

虫を含んだ風の通路にあたっていたかどうかによるものであろう。

　以上述べたような事実に基づけば,

しているため，作物の収穫量がほぼ一定になるものであろう。なお，図5～9はヒメクサキリ成

虫やイネヨトウ幼虫による加害状況を示したものである。
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焼畑に見られる天敵昆虫類

　焼畑で得られた天敵昆虫類は表6に示したようである。しかし,餌となる昆虫類や寄主となる

昆虫類の判明している天敵害虫類は僅か11種に過ぎず，残りの大多数の種についてはその餌や寄

主は判明しなかった。この中にはオオカマキリのように焼畑の周辺部でミカドフキバッタやカン

タンを捕食する状況が観察されたが，焼畑内での捕食状況の観察されなかったものもあり，アキ

アカネやキイロスズメバチのように焼畑の作物上を飛翔するが捕食状況の観察されないものもあ

る。Maeto(1992)によれば，ズイムシクロバラコマユバチは茎に穿孔するが類の幼虫に寄生する

というが，小原地区ではアワノメイガの幼虫の穿孔しているアワの茎の周辺で多くみられたとこ

ろより，本種の寄主は恐らくアワノメイガ幼虫であろうと推察された。

　このように作物加害昆虫類とそれらの天敵との関係を図示したものが図11であるが，天敵類の

見出されている種の方が多いといえよう。

　この他に，イネヨトウ幼虫からは線虫の１種Amphimermis

sp.が脱出したが，本種の寄生率は

28.6％であった。

　地表性ゴミムシ類の食性については富樫ら(1992)により報告されているが，小原地区での地表

性ゴミムシ類の食性については調査できなかった。
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図5

図7

図9

コウボビエの穂を加害するヒメクサキリ

ヒメクサキリに食害されたモチアワの穂

イネトヨウ幼虫の食入しているヒエの桿

図

6

図

8

図10

ヒメクサキリに食害されたコウボビエの穂

ヒメクサキリにより食害されたコウボビエの葉

イネトヨウ幼虫の寄生性線虫Amphimermis

sp.
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アキアカネ

オオカマキリ

オオメカメムシ

ハネナガマキバサシガメ

アカマキバサシガメ

アカサシガメ

Orinus

sp.（ハナカメムシの1種

Chysopa

sp.

ナナホシテントウ

ナミテントウ

ヒメカメノコテントウ

コカメノコテントウ

カワムラヒメテントウ

コクロヒメテントウ

ムナビロナガゴミムシ

セアカヒラタゴミムシ

マガリケムシヒキ

アシナガムシヒキ

サキグロムシヒキ

ホソヒラタアブ

ヒメヒラタアブ

Sphaerophria

p

hilantus?

ホソヒメヒラタアブ

ノコギリハリバエ

セスジハリバ工

オオズクロスジハリバエ

ムスジチビヒゲハリバエ

シナヒラタハナバエ

アイノホソヒメバチ

Aleides

sp.

ズイムシクロバラコマユバチ

モリオカコウラコマユバチ

カリヤサムライコマユバチ

クロヒゲアカコマユバチ

キイロスズメバチ

オオスズメバチ

ヤマトスジドロバチ

トックリバチ

ヒメコオロギバチ

Crossocerus

sp.

　キクビレアブラムシ

　　　　不　明

トウモロコシアブラムシ

トウモロコシアブラムシ

オカボノアカアプラムシ

　　ヒエノアブラムシ

　　　　不　明

オオヨコバイ

不　明

不　明

　アワヨトウ幼虫

アワノメイガ幼虫？

　　　不　明

　アワヨトウ幼虫

　　　不　明

トウモロコシアブラムシ

　　　　不　明

アワヨトウ幼虫

アワヨトウ幼虫

　　不　明



結論
　本文では焼畑に生息する昆虫類について調査した結果を取扱った。

　焼畑で作物を加害する害虫類の大多数は焼畑周辺の草地から焼畑の周縁部に侵入して作物を加

害するもので，その種類数のみならず個体数も少ないことが判明した。

　外部より風などでももたらされるセジロウンカ，コブノメイガ，アワヨトウなどの次世代の幼

虫は全く見出せず，これら害虫による被害量も少ないものと推察された。
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